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【設定の考え方】 

・生活関連施設が集積し、徒歩

で移動することも多い都心部

については、連続した回遊動

線の確保に配慮して、天神か

ら博多駅までのエリアを重点

整備地区として設定します。 

・都心部の連続した回遊動線の

確保に配慮して、昭和通り、

明治通り、国体道路、住吉通

り、城南線、渡辺通り、大博

通り、及び、渡辺通駅北土地

区画整理事業に関連して整備

される都市計画道路渡辺通春

吉線などを生活関連経路とし

ます。 

【設定の考え方】 

・地下鉄赤坂駅を含む概ね直径

１km の徒歩圏エリアにある

施設を含むエリアを重点整備

地区とします。 

 

７．都心部地区（約 420ha） 

８．赤坂周辺地区（約 84.2ha） 
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【設定の考え方】 

・大濠公園については、地下鉄大濠公園駅及び地下

鉄六本松駅からのアクセスが考えられることか

ら、これらの旅客施設を含む概ね直径１kmの徒歩

圏エリアを重点整備地区とします。 

・新たに地下鉄六本松駅、福岡市科学館を含む六本

松エリアを大濠公園地区に追加します 

 

９．大濠公園地区（約 151ha） 
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【設定の考え方】 

・地下鉄大濠公園駅、地下鉄唐人町駅を含む概ね直

径１kmの徒歩圏エリアを重点整備地区とします。 

【設定の考え方】 

・徒歩圏内に十分な施設の集積がみられる、みずほ

PayPayドーム福岡、ホークスタウンモール、国立

病院九州医療センター、子ども総合相談センター

（えがお館）を含むエリアを重点整備地区として

設定します。 

１１．地行浜地区（約 48.7ha） 

１０．唐人町地区（約 92.5ha） 


